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〈書 評 〉 ス タ ンリー ・カベル著 齋藤直子訳rセ ンス ・オ ブ ・ウォールデ ン」

行 為 と し て の こ と ば

辻 敦 子

『ウォール デ ン」 において、読 むことは、書 くことの裏返 し、書 くことの行 き着 く果 て

の運命 ではな い。読む ことは、書 くとい うことそれ 自体の もうひとつの隠喩である。

『セ ンス ・オ ブ ・ウォールデ ン』(36頁)

1.新 た なる問 いへの触発

何 もない ところに何かを見 ることで、わた したちは語 り出 し、 そ して書 き始 め る。 そ うだ

とす るな らば、書 くことの表現の基盤 はあ くまでわた した ちが恣意 的につ くりだ した もの、

とい うことにな る。 この ように世界のあ らわれ方 はわた したちの ものの見方 によ って いるの

だ と断定 す ることは、あ らか じめ 「真理」を知 り得ない もの として 「わた し」 と分 けては じ

めて可能 にな る。 しか し、 テキス ト 『ウォール デン』 を読 み、そ して 『センス ・オブ ・ウォー

ルデ ン』を書 くスタ ンリー ・カベル(StanleyCavell)は 、 この ものの見方 、書 くことの表

現の基盤 には、 そ もそも 「外部性」がかかわ ってい るとす る1)。カ ベルに とって この外部性

は、『ウ ォールデ ン』 であるといえ るだろ う2)。外 部性 は 「召命」 とも言 い換 え られて お り、

常にわた したち に呼びか け、 わた したちを触発 してい る。 この呼びかけは、世界 の捉え難 さ

として感 じられ るが、 この捉え難 さに穀 して、 わた したちが耳 を傾 ける ことはほ とん どな い。

本書 の序文 にお いて カベルは、広が り、深ま りゆ く問いの連鎖 の中で次 のよ うに問 うて い

る。「いか に してひとつ の哲学のテキス トが別の もの によって触発 され るのか」そ して、 「な

ぜ哲学史 はその ような諸 々の触発 の歴史であるのか」3)。触 発は、一触即発 の危 険な破壊性 を

も有す るもの として捉え られてい る。 カベルーソローにお いて、 テキス トか らの触発 を うけ

て問いの連鎖 に身を置 くことは、生死を決する力を賭 けて、外部性 か らの呼びかけに応答 し

ようとす ることであ る。 そ して、『ウォールデ ン」、その書 き手、読 み手、 そ して新 たなる書

き手 となるべき 「私Jの 課題 は、 それぞれ問いへの触発 として描 かれる ことになる。つ ま り、

書 くとい う行為 は、 世界の捉え難 さと しての外部性を問い として受 け取 り、 さらなる問いへ

と一歩 を踏 み出すその一瞬に立 とうとす る行為 なのであ る。そ して、 この一 瞬を二重性 とし

て捉 えてい くと ころに、 カベルのテキス トとのかかわ り方 があ らわれてい る。 それ は、 「な

ぜ」 という問 いの立 て方か らの解放への企 図で もあ る。書 く行為 は、 「なぜ」 という問 いに

1対1で 対応 す る等価物 としての答えの所有 を、放棄 す ることで もあるか らだ。 カベ ルは書

く行為 を次 のよ うに述 べている。
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書 き手 は、「永 続的な示 唆 と挑発」 と して ことばを発 明す ることはできな い。書かれた

ことば は、すでに 「選 り抜 きの過去の遺物」であ る。彼 の召命 は、 ことばについての こ

の事 実を受 け容れる ことにかか って いる。つ まり、 ことば 自身 の領域 か ら、 ことばが彼

の もとを訪れ るよ うにさせ ること、そ して、 その機会 を とらえて、 大地 を草 ではな くマ

メの方向に向けて屈折 させた り、あなたがそ こに到来 する以前 の孤立状 態にあ らしめ る

とい った ように、 ことばをその時その場 であえてあ る方 向に屈折 させた り、あるいは、

その時その場で抑 えた りす ることで ある4)。

世 界の捉え難 さとして感 じられる召命を受けた書 き手 の ことばは、 ことばすなわち万物の

創造であ る神の ことばのよ うに、永続的な真理で はない。 ゆえに呼びか けか ら答えを引 き出

し、それを所有 しようとす ることは、常 に失敗 に終わ る。書 き手 の ことばがつかみ取 るのは、

あ くまで 「揮発性の真理」 で しかないのだ。 だか らこそ、 呼びかけ られ るたび ごとに、書き

手 はことば固有の重みを感 じ、それ を大地 に書きつ けな くてはな らない。 書 き手の鍬 のひと

か きは、すなわ ちマメの結 実にのみ結 びつ いている。 同様 に召命 であ る書 く行為 は、書 くと

い うことのみ に仕えてい る。カベルがソローのテキス トか ら学 び取 ったのは、 このよ うな書

く行為 であ った。 ソローの書 く行為 につ いてカベルは、 「あることが書かれ るという事実そ

の ものが、言 われて いる内容 と同 じく重要で あるとい うかの よう」で ある と述 べている5)。

これ は、 カベル にお いて書 く行為が、「私」 と捉えがた い外部性 との関係 と して再発見 され

て いることとかかわ ってい る。

2.関 係 と しての行為

カベル は、 ソローが 「自らの書 く行為が生活の代替物ではな く生 活の営み方である」 と確

信 して いた と述 べ る6)。ソ ローは、「書 き手であ るゆえに書 く」。召命 と して書 く行為を遂行

す るこ とは、 わた した ちの 「真理 」 にかかわ る実 在が 、現 在 の暮 ら し方(mymodeof

living)で しかないとい うことを示 して いるのである。 わた したちは生活 において、 自らの

実在 をはるかかなたに追 いや ることで、「いつかは本当 に自分が や りたい と思 うことを した

い」 と、現在 の生 活を偽 物の生活 に して しまう。 そのよ うな事態 は、 「真理」を知 り得ない

もの として自らの生活か ら切 り離 して しまうことで もある。だが、わた したちが聴 く耳を もっ

て いるな らば、常にわた したちに届 け られている 「真理」 を聴 き取 ることができ るのだ。た

だ 「真理」 は、世界の捉え難 さとしてのみ感 じられ るために、 わた した ちに とっては、秘密

と して立 ち現れて くる。

自然は、その最 も壮大 なア レンジメン トにおいて も、最 も小 さな音 において も、 いかな

る瞬間 にお いて も、われわれに対 して開放的に秘密を打 ち明けてい るということ、 そし

て、そ う して打ち明け られ る自然の大半は、書 き手 たちによ って見 失われて しま うとい

うことで ある7)。
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この ような秘 密 としての 「真理」 の見過 ごしは、書 く行 為が 「私」 の支配 できない外部性

か らの呼びかけによ って しか動 き始めないために、必 然的に生 じる。 カベル は、 ソmが 否

応な く生 じる この見 過 ご しに意識 的であ った という。 そ して、「ウォールデ ン」 の中心的な

教 えは、 「最高の傑作 の偉大 さの見過 ご しにつ いて余す ところな く語 ることだ」 として いる。

その教 え は、 「真理」 の秘密 が立 ち現れ る瞬 間ごとに書 きつ けられた 『ウ ォールデ ン』 とい

うテキ ス トと して私 たちの前 に開かれている。 またそれ は、「真理」 が 自 らの暮 らし方 にか

かわ っては じめて立 ち現 れ るものであ ることを示 して もいる。 この ように考えて くるな らば、

「真理 」の秘密を暴 き、引 き出 した答 えに安住 して しまうことも、「真理」を知 り得ない とす

ること同様、 自らの実在 を生 きることの拒絶 となる。

先 に も述べ たよ うに、二重性 はカベルのテキス トとのかかわ り方を特徴づ けて いる。 この

ことを考 えてい くためには、 カベルにおいて、書 く行為へ と触発す る外部性が、公的意見 と

鋭 く対立 させ られ ている ことを思 い起 こす必要があ る。 カベル は、「世論」 を生 きる ことの

指標 とす る ことをやめるよ うに呼びかけるのだ。世論 ではな く、外部性 にこそ、世界 の捉 え

難 さに こそ各 自の耳 を澄 まさなければな らない。それを聴 き取 ることで、わた したちは 自ら

の生活 を偽 物 と して生 きるではな く、 召命 と して生 きは じめ る。 カベルーソローは、 それ を

「時の改良」 と呼ぶ。

どのよ うな人 が もつ機会 も、他人 の ものとまった く同じではないが、改良の諸条件、 と

りわ けわれ われ の外部性 とい うものは同じであ り、 したが って、世界 のわれわれに対す

るあ りよ うは同 じで ある。そ うした諸条件は、 どのような ものであろ うとも、 それぞれ

の召命 のうちで実現 され ることになる8)。

こ こで いわれ る外部性 は、「ことば」 と読 み替え るこ とがで きる。「われわれはことばの う

ちへ と生 まれ落 ちる」9)。自 らの行為 を方向づ けるこの外部性は、 自己に とって疎遠 な もの、

見知 らぬ もの、制御不可能な 「何 ものか」である。

感覚全体 にとって言 いようがないほど、また、紛 いよ うがないほ ど心地 よい何 ものか に

対 して五感 を平静 に保 ち、別 の耳 の傾 け方をしな ければな らない。二重性 の感覚 は、内

な る居住者 と して無意識的に建て ることに従事す るとい う側面 か らみたおのれ自身 と、

公正 に観察す る傍観者 とい う側面か らみたおのれ 自身 の間の関係 と して再解釈 されな け

れ ばな らな い(強 調 は引用者 による)1°。

ここで言 われ る二重性の感覚は、 あ くまで 「二重性」であ って、見 られ る主体 と見 る主体

の分離 とい った近代 的主 体の 自己確立 とは性質 を異 にす るもので ある。 カベルーソローは、

次の一 歩を踏み 出す瞬間、その束 の間を 「私」 と私な らざる 「何 ものか」 との関係 と して捉

え直そ うとす るのだ。そのよ うな瞬間を経て歩みだ された一歩 は、世界の捉え難 さをあえて
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引 き受 けようとす る書 き手の決意(resolution)で あ る。 この決意 は、 何 らか の賭 けであ る

と同時 に、腰 を落ち着 けるこ とでもあ る。 なぜな ら、 このよ うな二重性 の感覚 において書 く

行為が 「再(re-)」 とい う接頭辞 によって特徴づ けられているか らだ。

引用 に も挙 げたよ うに、書 き手は、 「永続的な示唆 と挑発 」 と してこ とばを新たに発 明す

ることはできない。書 かれ ることばは、常 に再発見され た言葉で ある。 ソローは、話 し言葉

/聞 き言葉 を 「母 の言語」、書 き言葉/読 み言葉を 「父 の言 語」 と呼 び区別 してい るが、 カ

ベルは この 「父の言語」 を 「われわれがすで に身を置 いて いて避 けることのできない、完全

に固有な音節 に献身 しなおす こと」 であると して いる1')。召 命 としての書 く行為 はわた した

ちがそれ とは知 らず、 すでに生 きて しま っている生活 を書 く。 だか らこそ、常 に 「再 び」 な

のであ る。 それは、書 かれ ることば と行為が不可分 であることとも結 びつ いている。わた し

た ちが、 それ と意識 しないままに従事 しているあ らゆる行為 は、す でにわた したちによって

為 されてい る。 しか も、わた したちの決意 において為 されて いる。 わた した ちは自 らの生活

が、二重性の感覚を経 た各 自の決断であ るこ とを、 自分 自身 に隠蔽 しなが ら生 きている。 だ

が カベル によると来 るべき未来 のために今 の生活があ るとい うのではな く、召命 を聴 き取 り、

今 この時を改良す るためにこそ生 きてい るのだとい うことが、書 く行為 において再 び見出 さ

れ るのだQ

また、 あ るテキス トは別のテキス トか らの触発 によ ってのみ書かれ うる。 その意味で、テ

キス トは常 に再解釈 である。 カベル はこれを、改訂/予 見 の仕直 し(revision)と 呼 んでい

る。書 く行為 は、 自分 自身についてで はな く、他の 「何 ものか」 について書 く。 いや、む し

ろ 「何 ものか」 が書 くのである。「真 の沈黙 は、 口を開き、 ことばを解 き放 つ ことであ る」12)。

カベル は、「『ウォールデ ン」による二重性の説明の基調 をなす ものは行動 として構想 され る

統合性の概念で ある」 と述 べているが、 それは、 自らの決意 と して の行為 の基盤 に、私な ら

ざる 「何 ものか」 が常にすでに入 り込んでい ることを示 して いる13)。だ か らこそ、 このよ う

な行為の基盤が 「朦朧生の極地」 において追究 され ることにな るのだ。 だが、 ことばを書 き

つ けた刹那、 「今」 を認識 した刹 那、二重性 の感覚 にあ る瞬間 は失 われる。 カベルは これを

「時の認識 その もの によって、現在性 が損 なわれる」 と述 べてい る14)。こ の ことは、 永続的

な 「真理」の所有が、わた したちには叶わないこととむす びつ いて もいる。 したがって、書

き手が表現 を再発見す ることは 「差 し迫 った希望 と差 し迫 った絶望 の瞬 聞に関連 づけ」 られ

ることとなる15)。この希望 と絶望の間か ら、書 き手の警告 は発せ られ る。 このように関係 と

とらえ直 され た行為 は、 ことばの再配置 によ ることばの救済 とい う意味 での 「文学」 と重な

り合 うこ とになる。

3.こ と ばの再配置 と しての文 学的救済

先 に、 カベル が召命 と しての書 く行為を 「時の改良」 と呼ぶ ことは述 べた。 これはまた、

書 き手 が 「ことばをよき ものにす ることを引 き受 けるJこ ととも言 い換 え られている'6)。 そ

れはさ らに、世 界の捉え難 さとして、 わた したちの耳 に聴 こえて くる外部性 としての ことば



辻:行 為としてのことば175

を救 済す ることであ るとされ る。 わた したちは永続的 な真理を手に して いると思 い込み、 こ

とばをあ る用法の中 に固定 し、 それを所有 したつ も りにな る。 カベルーソローは、「所有」 と

いうことばを取 り巻 く概 念を一旦解体 し、再配置す ることで、 ことばの所有 を回復 しようと

す るのだ。 それは、詩作 にもなぞ らえ られ る。

書 きことばを用いた芸術作 品の中で、すべての記 号が重み と力 を背 負 う形 で完全 で透 明

な意味 にコ ミッ トす ることを期 待 しえたのは、詩 のみであ った。 『ウォール デ ン』 の文

学 的野望 は、散 文においてそのコ ミッ トメ ントを負 うことである'7)。

こ とばの所有 を回復 す るためには、わた したちの生 活 自体 を捉え直 し、 その捉 え直 され た

生活なかに ことばを配置 し直 すことが必要である。 ウォールデ ンで の生活 は、原始状態 に戻

ることや、自然賛美に没入することではな く、 ことばの重みを、ことばの字義性 を、再びウォー

ルデ ンという場所 での行 為 において受 け止 め ることなので ある。 カベルに おいて、 「ことば

の字義 性」 と、 「言語 の うちである生活様式 をとること」 は同 じことを指 してい る。 ここで

もう一度、 ソローは 「書 き手 であるゆえに書 く」 とカベルが述べて いる ことを思 い起 こそ う。

召命 としての書 く行為 においては、何か別のことをあ らわす ためで はな く、行為 としてのこ

とばのみが書 かれ る。

われわれが言語 を所有す るということは、言語 の うちである生活様式 をとることで あ り、

われわれが言語 に対 して求 めるものである。あ ることばを意味す る とい うこ とが、われ

われがその ことばに回帰 し、 ことばがわれわれに回帰す ること 一 われ われが互 いに生

じあ うとい うこと一 であ り、その ことは、 ことばの字義性 によって表現 され る、す な

わち、他のどのもので もな くまさにこうした文字 であ り、 ここにある、 とい うことによ っ

て表現 され る18)。

ヵ ベルが叙事詩 との関連 で 『ウォールデ ン』を扱 うのは、文学を この ような 「ことばの再

配置」 とと らえているか らである。 文学は、 ことばを固定化 された用法か ら解 き放っ。 そ し

て、外部性 としてわれわれに届 けられ る世界 の捉え難 さを、解釈を保留 した ままに書 きつ け

るとい う意 味において世界 の謎 に触れて もいる。立 ちあ らわれ る新 しい世界 をと らえ ようと

する文学 においては、 ことばの再配置が、 ことばの所有を取 り戻す試みがその度 ごとにな さ

れているのだ。 固定 され た用法か らことばを解放す る ことが、わた した ち自身 にことばの所

有 を回復す る ことで もある。

ここに、 また問いは重ね られ る。 なぜ ことばの所有 を取 り戻 さな ければな らな いのか。 そ

れは、 わた したちがす でに生 きてい るこの生活が、 いまだ書かれて いな いか らで ある。召命

としての書 く行為 が、 わた したちがそれ とは知 らず生 きているこの生活 を書 くということを

す でに述べ た。 わた したちは関係 としてと らえなおされた行為 において、そのつ ど世界の謎
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や世 界の奥深 さに触れている。 そ して、世界 の奥深 さに触 れ るこのよ うな瞬間を書 きつ ける

ことで、制度や システム に捉 えきれ ない はずの、人間の生 を語 ることばが救 済 されるので あ

る。 ソロー は、 いわゆ る経 済用語で語 りつ くせるか にみえ る人 間の生 きて死 ぬ ことを、 まず

経済 を人間の生活 に取 り戻 し、 営まれてい る生活 に経済用語 を置 き直す ことで回復 しようと

す る。文学 と しての 『ウォールデ ン』 に刻みつけ られ る世 界の捉え難 さや、生 活の生 き生 き

とした姿に 目を眩 ませ るわた したちは、 自らの閉塞 した生 活のあ り方 に気 づ くことにな る、

か も しれな い。生活 自体を捉え直 し、その中にことばを置 き直 す ことで、経 済用語 の連関の

中 に閉塞す るわた した ちの ことばの所有 を取 り戻す ためには、『ウ ォールデ ン』が試みた よ

うな言語全体の文学的救済が必 要だとカベルは考 えて いる。

カベル において、 『ウ ォールデ ン」 とい うテキス トは、読 むことで もあ る書 くことと同時

に立 ち現れ る。「ウォールデ ン』 は、 『セ ンス ・オ ブ ・ウォールデ ン」に内包 され るわけで も、

それを絶対 的に超越す るわけで もない。『ウォールデ ン』 が読 まれ、 そ して新 たに 『セ ンス ・

オ ブ ・ウォール デ ン』 におけ ることばに書 き起 こされ ることが、人 間の生を描 く文学的救済

にな りうる とい うことで ある。 だがそれは永続 的な救済 にはな りえな い。 そ して、『ウォー

ルデ ン』を文学 とと らえ ることは、 閉塞す るわた した ちの思考 が再 び動 き始 め るための仕掛

けで もある。 カベル にお けることばの再配置 としての文学 的救済 は、例 えば次 のよ うに進め

られ る。

腰 を据え るとい うことは、 ものごとの重 みを量 ることに関係 してい る。 また、熟慮 し熟

考す ることと も関係 してい る。思慮深 く生活す るとは、腰 を据え ることであ り、 自分 自

身を明瞭 にす ることであ り、自 らの足場 を発見す ることであ る。重 みを もつ ということ

は、 あな たの人格の力 によって、 あなたのことばにお いて重みを支 えてい るとい うだ け

で はな い。 あなたを固 くつなぎ止めてい る錨 を引 き上げ、航海 に出 ることである。そ う

な ると、引力 は、 あなたを正 しく惹 きつ ける もの と関わ ってお り、 下方 向であると同時

に、上方向 に向か うものであるか もしれない一あ るいは上下 と呼ばれ るものは意味をな

さな くなるだろ う19>。

こ とばがそれ ぞれ の重 みによ って、新たな配置を取 るとき、「上下 と呼ばれ る ものは意味

をなさな くな」 り、 そ して、確実さは不明瞭 さに、所有す ることは手放 す ことになる。書 く

行為 にのみ忠誠 を誓 う書 き手 は、二重性 にお いて これ まで 自分が所有 していた と思い こんで

いたことばを手放す ことによって、 ことばの所有 を回復す る。 この瞬間に、人 間の認識 の枠

組 みに対す る捉 え方 自体 も改訂 されることになる。

われわれの想像力、言い換えれば、 イメージに対す る能力、そ して、イ メー ジー夜明 け

と昼 と夜、低 い もの と高 いもの、 まっす ぐな もの と曲が った もの、熱 い もの と冷 たい も

の、凍 る ことと解 けること羽毛を脱 ぎ替え ること、鳥 と リスと蛇 と蛙、水 とことばの家
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と身 体、成長 と衰退、母 と父 とい ったイメー ジーの意味や現象学 に対す るわれわれの能

力 は、世界 につ いて の知識の他の諸形式 と同 じく、 アプ リオ リで ある2°)。

4.預 言 者 の歩み

ヵベルは、『ウォールデ ン』 に 「弁証法的 な力、 自己批評 と自己定 位 の力」 を見 出 してい

る。 その力 は、 アイ ロニ ー とユーモア、 そ してそれにかか わる 「ことば遊び」のあ らわれ と

もとらえる ことがで きる。 ことばの所有 を手放すこと、すなわ ちことばの喪失が、 ことばの

回復 にな るとい うことは、 カベノレ ソロー における弁証法 的な力 の向か う 「方向な き方向」

なのであ る。「ひ とつの ことば に固執す るやいなや、 それ は細分化 し、 他の ものへ と広が っ

てゆ く」21)。このよ うに見て くると、 「時 を改良すること」 は右肩上が りに向上す ることとは

別 の仕方 で向上す る ことであると分か る。二重性 において書 く行為 を遂行す ること、 つま り

「自分 自身 に対す る隣接性 を保つため には、 新 しい、 あるいは新 し く構 想 され る、恒常性 と

変化 の能力が必要 であ る22)」。 世界 の捉 え難 さは、常 にわた したち に届 け られてい るが、 そ

れをつ かみ取 って小箱 に押 し込め ることはで きない。 こう して 「ウ ォールデ ン』 の次 のよ う

なことばへ と、再 び息が吹 き込 まれる。

最大の利益 と価値 は、かえ って もっと も認識 され に くい ものであ る。 われわれは、 そ う

いう ものが存在す ることさえ疑 いがちである。あ るいはす ぐに忘 れて しま う。 じつ はそ

れ らこそ最大の現実なのだ。 もっとも驚嘆すべ き、 もっとも現実 的な事実 は、決 して ひ

とか らひとへ と伝え られ ることはないであろう。 私の 日常生活 が もた らす真 の収穫 は、

朝 と夕べの色あ いと同 じよ うに、触れ ることも言 葉であ らわす こともできない。 いわ ば

捕 らえ られた小 さな星屑、つかみ取 った虹のひとか けらである23)。

カベル は、 自 ら 『ウォールデ ン』 を再び書き直 し、 改訂 し、予見 し直す。

われわれは、 ことばの継起性、つ ま り、 それ らが次 か ら次 へと生ず るとい うことを認め、

そ して、われわれの継起性 に もか かわ らず、 ことばの方 は永続 的である と認 めることを

学 ばね ばな らな い24)。

優 月刀 によって書 き手 が真 っ二つ に切 り裂 かれ ることで、 は じめて ことばは語 り始 め る。

しか し、切 り裂 かれて もなお残 る 「私」がいる。 これが、 関係 と してと らえ直 され る行為 の

一歩を踏 み出す 「私」 であ る
。召命 をうけとり、行為 す る 「私」 は、 まさにソローが こだわ

ろうとす る 「私」 で ある。「私 に固執 す るところが、本書 とほかの書物 とのお もなちがいで

あ る。話 してい るのはいつで も一人称の 自分 だとい うことを、 われわれ はとか く忘れがちで

あ る25)」。
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『セ ンス ・オブ ・ウ ォールデ ン』では、聖書の言葉 とと もに、予言者 の行為が 『ウォール

デ ン』におけ る行 為 とのかかわ りで何度 も取 りあげ られて いる。神 のこ とばにおけるあ らゆ

る救 済の手 はつ くされたが、 いまだ救済 はもた らされてはいない。 そのよ うな今、「予言者」

の意 味づけ もかわ って くる。予言者 は、 その生活の営 み方 として予言 を行為す るのであ る。

あたか も、文字 がま さにそう した文字 であるように。

「私」 が、 どのよ うなことば、 どのよ うな ことば遣 いによって自分 自身を受容す るのかは、

行為 す る 「私」 自身に もわか らない。行為 において預言者 たることが、 どこに も置き去 りに

す るこ とので きない残留 物 と しての 「私」 の生 きてあ ることなのであ る。 わた したちは、

「見失 うこと、 足跡 をたどるこ と、発見す ること、土地 か ら収穫 をあげるこ と、 注意 をする

こと、立 て ること、座 る こと、立つ こと、歩 くこと、腰を据え ること、去 ること」そ して、

書 くことにおいて、 自分 自身 が為 していることを知 り、 ことばを回復す ることを学ばなけれ

ばな らない26)。預 言者 は、待 ち受け ることを学びつつ ある者で ある。

『ウォールデ ン』を読 むカベルにとって、一時的に逗留す る とい う生 き方 を選ぶ ことは、

帰 るべ きわが家を持つ こととは決定的に異 なる。所有す る ことができるようなわが家は、 そ

もそ もない。 なぜな ら、われわれの過 ごしているこの瞬間 こそが、 わが家 とな りうる時だか

らであ る。 これ はカベルが、 あることが書 かれるとい う事実 その ものを、言 われ ている内容

と同 じ く重要で あるとみなす ことにもかかわ ってい る27)。

預 言者 は常に、希望 と絶望 の境界線に立 ってい る。

車註

1)カ ベ ルは、ソローもカン トの 「われわれが知っているのは、何であれ、われわれが知ることができ

るためのアプリオ リな条件に適合するもののみなのだ」という考えを引き受けているという。 しかし、

ソローがカントと異なる点は、「こうしたアプリオリな条件が、それ自体アプリオ リに知ることはでき

ず、実験的に発見されてゆくということである」(ス タンリー ・カベル 齋藤直子訳 『センス ・オブ ・

オォールデン』法政大学出版局2005年114-115頁)。

2)「 書 くことそれ自体についての私の主張は、すべての文学に関する一般的特性を意味するものでは

なく、 この本[『 ウォールデン』]に おけるこの書き手の意図を個別的に承認するものである。」同書序

文xv頁 。

3)同 書序文xiii頁 。

4)同 書36頁 。

5)同 書33頁 。

6)同 書77頁 。

7)同 書34頁 。

8)同 書76頁 。

9)同 書79頁 。

10)同 書130頁 。

11)同 書20頁 、およびH.D.ソ ロー 飯田実訳 『森の生活』上 岩波文庫1995年182-183頁 。

12)『 セ ンス ・オブ ・オォールデン』54頁 。
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13)同 書131頁 。

14)同 書75頁 。

15)同 書72頁 。

16)同 書39頁 。

17)同 書39頁 。

18)同 書78頁 。

19)同 書88頁 。

20)同 書125頁 。

21)同 書16頁 。

22)同 書132頁 。

23)『 森 の生 活 」 下..頁 。

24)同 書77-78頁 。

25)『 森 の生 活 』 上10頁 。

26)「 セ ンス ・オ ブ ・オ ォー ル デ ン』48頁 。

27)同 書33頁 。

(つ じあっ こ 京 都 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 博 士課 程)


